
各施設で離床を進めるリーダーとなるスタッフを
１年間で集中育成するゼミナールです。
講義は全てオンラインのため安心して自分のペースで学べます。
離床アドバイザー取得を目指せる絶好の機会です。

　離床を図るうえで必要な知識・技術レベルを評価する
認定制度。本会が定める所定の講座に出席し手続きを経
た者は、離床するために必要な専門的知識・技術を有し、
周囲のスタッフに対し適切な助言ができるレベルと認定さ
れ「離床アドバイザー」の称号を名乗ることができます。

離床アドバイザーとは

人生を変える8,000円
“自分”を変えてみませんか？

施設長・人材育成担当の皆様
　多くの施設からのご要望により、年間アドバイザー取得
ゼミナールが開講となりました。所定の単位を取得した方
には、各施設で離床を進める核となる人材として活躍い
ただくほか、希望により当会ホームページ等で、在籍施設
を掲載します。入院・入所１日目から介入し、寝たきりを
なくす人材育成に、この機会をお役立てください。

お申し込み方法

参加条件 ・医療スタッフであること（資格・経験年数は不問）
・2022年ゼミ指定講座28講座（予定） のうち、
  アドバイザー取得に必要な11講座に参加できる方
※実技スクーリング講座、レポート提出等補助単位を申請した場合の最低出席数

：先着50名（定員になり次第終了）
学　　費

募集定員

裏面に年間予定
申込用紙あります

※アドバイザーの取得には会員である必要があります。

① ホームページより申し込み用紙をダウンロード
② 必要事項を記入のうえ、事務局へ送付
（事務局への送付はメール添付、郵送いずれも可能です）

：月 8,000円（年間 96,000円 ）
　（税込：月8,800円、年間105,600円　月払い・年払い可） 

※年払いの場合は、税込価格より年間9,600円引きになります。

安心の
オンライン
開講

日本離床学会

日本離床学会認定資格

臨床を元気に！ 日本離床学会

学費内で通常の倍以上の講座を
受講することができます。

28講座以上に出席可能
1年間で資格取得

苦手とする知識・
技術を短期間で習得
ベッドサイドで必要な知識・技
術を、短期間で学び、苦手分野
を克服。１年後の確実なレベル
アップを目指します。

安心のオンライン受講
講義はすべてインターネット生
中継セミナーで開催。職場や自
宅など安心の環境で学ぶことが
できます。移動の負担もないの
で、遠隔地の方でも気軽に参加
可能です。

全講座 2 週間の視聴期間がある
ため、講座当日必ず休む勤務を
必要がなく、スケジュールの影
響も最小限です。隙間時間を活
用して、自分のペースで学ぶこ
とができます。

2 週間視聴で
自分のペースで学べる
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先輩からのメッセージ

郵送またはメール添付（メールの場合、申込書と写真の 2点添付）申込みフォーム

※講座日程・内容は変更となる場合があります

【前期開催予定講座】
1/15　ズバリココ！ 循環アセスメントの全てがマンガでわかるセミナー

1/16　画像データから学ぶ病態と離床の対応　～前頭葉障害・失行失認編～

1/30　ICU・超急性期の呼吸・循環ケア ～根拠にもとづく重症患者のミカタ

2/6 　透析 栄養 腎臓リハ 専門医師 PTから学ぶ 慢性腎不全の治療と腎臓リハビリテーション

2/11　呼吸の「わかりません」を マンガとアウ値で解決するセミナー

2/20　画像データから学ぶ病態と離床の対応　～脳梗塞・脳出血編～

3/26-27 これなら自信がもてる！ 自分の脳も変えられる脳卒中セミナー

3/21　画像データから学ぶ病態と離床の対応　～SAH・脳血管編～

4/17　実践！ 早期離床 ～急性期から在宅まで一歩進んだ離床の考え方と臨床の視点～

4/2 　マスターしよう！ 体位変換とポジショニング ～臨床でゼッタイに役立つ究極の介助法～

4/3 　マスターしよう！ 車いすへの移乗動作 ～症例に合わせた介助法の選択と後輩指導のポイント～

5/7-8 急性期リハビリテーションにおける 臨床評価のポイント(基礎コース)

5/28　初心者の「わかりません！」を すべて解決するセミナー

6/4 　病態の理解から展開する整形領域の離床・リハビリ【痛み・しびれ編】 

6/5 　ADLアップに直結！ 早期離床のワザと病棟リハビリ

6/25  これができなきゃ始まらない！ 必修！ 離床技術入門

【後期開催予定講座一覧】
7/16-17 誰も教えてくれないコツがここにある！ フィジカルアセスメント完全攻略セミナー

7/30　日本離床学会　全国学術大会

8/13-14 離床時に必須！ 初心者にゼッタイわかる心電図

8/28　名探偵歯車と学ぶ 離床のリスク管理 ～起こしたから悪くなったといわれないために～
9/3-4 リハビリ・看護ケアに活かす 臨床画像判読講座 ～読まず嫌いで患者を危険な目にあわせないために～
9/18　シリーズ「人工呼吸器」実技編 やってはいけない！ 人工呼吸器ケア

10/2　離床に活かす動作分析 ～転倒予防から効率的な介助につなげるワザ～

10/22-23 医師・看護師・PTから認知症の全てを学ぶセミナー ～最新の知見から学ぶトータルアプローチ～
10/29　これで不安も一気に解消！ パニックにならない検査・データ読み解きのキホン

11/26　臨床評価のポイント上級編 肺炎時の呼吸ケアと早期離床戦略

11/19　Dr栗田のスーパーブレインから学ぶ不整脈・心不全完全攻略講座

12/10　しまった！ワタシこれ見落としてた！！ ２度同じ失敗を繰り返さないための血液データ判読講座　ほか

全国学会

 1月10日(日) 開講式
 7月30日(土) 第11回全国研修会・学術大会
 9月17日(土) 実技スクーリング
 12月18日(日) 修了式・認定証授与

・下記講座全て出席可　代理受講不可

年  間  予  定 2022年

※郵送後 10日以内にメールが届かない場合は事務局へお問い合わせください。
※学費の支払いは　口座振替　①12ヶ月間の毎月払いか　②一括支払いのどちらかとなります。
　ホームページ、「書類ダウンロード」引落し依頼状に捺印のうえ事務局へ郵送ください。
※クレジットカード払い希望の方は、当会会員に登録し、クレジットカード払いの設定が必要です。

所属部署名

職種

勤務先施設名

○で囲んでください  →　　看護師  ・  PT  ・  OT  ・  ST  ・  その他（　　　　　　　　　　　　　）

資料送付先 ○で囲んでください  →　　自宅　・　勤務先

学費の支払い

写 真

4cm × 3cm
程度

氏 　 名
フリガナ

※jsea@rishou.org からのメールが必ず受信できるように受信設定を確認してください
メールアドレス

ＴＥＬ
※日中連絡のつく電話番号

送付先住所
〒

　離床に対して苦手意識が
強く、もっと知識を増やし
たいと感じていたときにゼ
ミナールの存在を知り、自
信へ繋がるのではないかと
思い、参加を決意しました。
初めは不安もありましたが、
とても分かりやすく、すぐ
臨床に活かせるような講座

ばかりで、参加を重ねるごとに看護が楽しくなり
ました。当時は脳神経外科病棟で勤務していまし
たが、脳だけでなく、循環や呼吸についても基礎的
な事から学ぶことができ、現在は3学会合同呼吸療
法認定士として院内のRST活動にも参加していま
す。今の自分があるのも、あの時ゼミナールに参加
したおかげだと思っています。

三嶋麻依さん（Ns）

　急性期病棟としての知識
だけでなく、回復期や維持期
など幅広い病期に応じた知
識を学べたことがとても良
かったです。患者さんの生活
全体をイメージして、臨床に
活かすことができました。
　また講義がとてもわかり
やすく、そのうえ質問に的確

に答えていただいたことで、得られた知識を整理し
て理解できました。リハビリ専門職だけでなく、医
師、看護師など多職種との情報交換をするためのテ
クニックを学べたことも非常に魅力的でした。
　現在、学んだ内容やプレゼン方法を用いて職場内
でアウトプットしています。ゼミナールに参加した
ことで知識の幅や人脈が広がり、自身の行動変容に
つながっていることを実感しています。

西田 翔さん（PT）

○で囲んでください  →　  12ヶ月毎月払い  ・  一括支払い 　／　 銀行振込払い  ・  クレジットカード支払い

離床アドバイザー 1年取得ゼミナール規約に同意しますか？　○をつけてください  →　　はい

※上記講座は全てオンラインで開講され、2週間の視聴が可能です
※前期に開催された講座と同講座が後期に行われる場合は復習受講が当日参加のみ可能です

福田慎太郎さん（PT）

　参加した当初は2年目
で、骨格筋系に目が向き
がちでしたが、ゼミナー
ルに参加して、呼吸・循
環器系などの生理学的側
面やフィジカルアセスメ
ントによる評価でのリス
ク管理などの様々な視点
をもって介入することが

できるようになったと感じています。職場では、同
職種の後輩指導や医師、看護師といった多職種との
カンファレンスの場で、より専門的な内容での情報
交換ができるようになりました。ゼミナールへの参
加は自分の知識や介入手段、人との関わりなどの様
々な引き出しを拡げてくれる場として自信をもっ
ておすすめします。


	ゼミ生募集_オモテ
	ゼミ生募集_ウラ

